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デジタル写真の初歩

デジカメ特別講座資料    西阿知公民館                 2005, 07,17    

ここでは、デジカメを使用して、撮影・保存・編集・印刷などについて説明します。

カメラは倉敷市所蔵品を使用します。

更に詳しい解説については、IT－ふたば会のミニ講習資料：デジカメ入門、デジカメⅡをご覧ください。

例  http://tamasima.hp.infoseek.co.jp/dezikame-kouza/a-31-dezikame-tanosimu.html
１、デジタルカメラによる撮影

１-１、講座で使用するカメラの説明      資料1
倉敷市の所蔵品  富士写真フィルム（株）デジタルカメラ  FinePx Ａ３１０

１-２、撮影の仕方

１-２-１、撮影前の準備

１）カメラに電池とメディアの挿入  電源が切れている事を確認して電池カバーを開けます。
(1) 単３形２本（ここではアルカリ電池）を入れます。

(2) ｘD-ピクチャーカードが挿入されていることを確認します。メモリーカード
２）なお、自分のカメラを使用する場合は、バッテリー式電池の充電や、カードは十分空きがあること、必要に応じて、三脚、反射防止などの準備をしておきます。

１-２-２、設定

１）電源を入れる

２）日付の確認・修正・並び順   資料２   MENU/OKボタンを押して日時を設定します。

（初めて電源を入れる時や、長時間電池を抜いたまま放置し日付がクリヤーされている場合）

“ＭＥＮＵ/ＯＫ”ボタンを押して設定しますが、ここでは、簡単に行うため“ＢＡＣＫ”ボタンを押します。

３）モード設定      資料３
ここでは、モードダイヤルを、静止画撮影モードに合わせ、オートで静止画撮影をします。
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（２）「MENU/OK」ボタンを押して、A（オート）に設定します。

なお、M（マニュアル）では、アカルサや白バランスを設定できます。

備考  シーンポジション：その場面の撮影にふさわしい状態に自動的に設定される。

モードダイヤルを「SP」に合わせ、「MENU/OK」ボタンを押して、シーンを決定します。

４）ピクセル（記録画素数）

静止画撮影モード（SP、又は動画撮影モードでも同様）にて。

“F”ボタンを押し→ピクセル数を選択・設定→“MENU/OK”ボタンを押して決定します。

ｘD-ピクチャーカードの、記録画素数と標準撮影枚数

	ピクセル
	６M
	３M
	１M
	０．３M

	記録画素数


	2816×2120 ①

（約600万）
	2048×1536 ②

（約315万）
	1280×960 ③

（約123万）
	640×480 ④

（約31万）

	DPC-１６（16MB）
	１０枚
	１９枚
	３３枚
	１２２枚

	（例） DPC-３２（32MB）
	２１
	４０
	６８
	２４７


備考．① Ａ４サイズで印刷可、② Ａ４～Ａ５サイズで印刷可、③ Ａ６サイズで印刷する場合、

④ 電子メールへの写真添付、ホームページへの利用

５）感度      “F”ボタン→選択・設定→“MENU/OK”で決定。AUTOになっているはずです。

６）カラー    “F”ボタン→選択・設定→“MENU/OK”で決定。スタンダードで。

７）マクロ（近距離：約10～80cmでの撮影）  マクロボタンを押します。再度押すと解除。

８）ストロボ   “ストロボ”ボタンを押すたびに6種類の設定ができます。

①AUTO（約0.3mから4～5m程度）→②赤目軽減→③強制発光→④ストロボ発光禁止→⑤スローシンクロ（スローシャッターでのストロボ）→⑥赤目軽減＋スローシンクロ

９）アカルサ（露出補正）  マニュアルモードで設定します。被写体と背景のコントラスト（明暗の差）が極めて大きい場合など、適正な明るさ（露出）が得られないときに使用します。

＋：白っぽい紙に黒い文字、逆光の人物、スキー場、液晶モニター内を空の部分が大きく占める場合

―：スポットライトを浴びた人物、黒っぽい紙に白文字、常緑樹や色の濃い葉など反射率が低い場合

１０）白（ホワイト）バランス  AUTO撮影時、人物の顔アップや特殊な光源下では正しい白バランスにならない場合があり、このような場合に白バランスを調整します。マニュアルモードで設定します。

AUTO、晴れた屋外、日陰、昼光色蛍光灯下、昼白色蛍光灯下、電球・白熱灯下など。

１-２-３、撮影

１）電源を入れる。

２）液晶モニター又はファインダーを覗いて構図を決める。

３）シャッターボタンを半押ししてピントを合わせる。

４）シャッターボタンをゆっくり押し込んで撮影する。

５）画像の再生    モードダイヤルを“再生モード”に合わせます。    資料３
６）画像の消去    モードダイヤルを“再生モード”に合わせ、再生中に“MENU/OK”ボタンを押してメニューを表示させます。“全コマ”又は“1コマ”を選び消去します。“戻る”で消去せずに再生に戻り、“MENU/OK”ボタンを押すと消去されます。“BACK”ボタンを押すと消去を終了します。

参考資料

（１）構え方（カメラぶれ防止）    資料４
両脇を締め、両手でカメラを構える。右手の親指はズーム操作がしやすい位置に置きます。

ファインダー撮影では“DISP”ボタンを押して液晶モニターをOFFにすると、電池が長持ちする。

（２）ピント合わせ    資料５
被写体をAFフレームに合わせ、半押しします。

２、パソコンへの保存

２-１、デジカメソフト

Windows98では、デジカメ用のソフトがインストールされていないので、予めインストールしておきます。ソフトはFinePixViewerで、倉敷市所蔵品。

（WindowsMe以降のＯＳでは、予め機能が備わっているので、インストールの必要はありません。）

このソフトは、ここではカメラのデータをパソコンに保存する為に使いますが、参考までに、他に、画像の加工・調整や、文字を入れたり、画像印刷、などが出来ます。

２ｰ２、デジカメとパソコンの接続

講座では、ＵＳＢケーブルで、デジカメとパソコンを直接結びます。

１）パソコンの電源ＯＮ

２）撮影済みのメディアをセットした、カメラの電源をON、カメラのUSB設定を“カードリーダー”にします。液晶モニターに、カードリーダーの表示が出ます。

３）カメラの電源をOFFにして、専用USBケーブルで、カメラをパソコンへ接続します。

２ｰ３、デジカメからパソコンへの保存

１）カメラの電源ＯＮ
２）FinePixViewerの起動～保存   資料６
カメラをパソコンに接続するとFinePixViewerが自動的に起動して、画像をパソコンに保存するための「画像の保存ウィザード」が開始します。

（なお、自動起動しない場合は、「スタート」→「プログラム」→「FinePixViewer」をクリック）

「画像の保存ウィザード」が開始すると、画面にしたがって操作すれば、カメラの画像がパソコンの

「MyDocuments」にコピー、保存されます。

備考；WindowsMe以降のOSでは、接続すると、「マイコンピュータ」→「リムーバブルディスク」→「「DCIM」→「100_FUJI」をクリックすると、画像がサムネイルで表示される。「100_FUJI」を丸毎、又は画像毎に「MyPictures」へ保存します〈コピー又は移動〉。フォルダーやファイルに名前を付けます。

保存したものは、ＣＤなどへコピー又は移動出来ます。

３）保存が出来たら、カメラの電源を切っておきましょう。電池が長持ちするためです。

４）カメラを取り外すときの注意

(1) 講座では、カードの画像を消去しておきましょう。

（なお、パソコンを終了するときも、パソコン内に保存した画像フォルダーは削除しておきましょう）

(2) 講座で使用するパソコン（Win.98では、カメラの電源を切り、パソコンから取り外せばよいです。

(3) WindowsMe以降のOSでは、「ハードウェアーの取り外し」操作を行ってください。    資料７
パソコンデスクトップのタスクバー右下方面にある「ハードウェアーの取り外し」アイコンをクリックして、安全な取り外しが出来る状態になってから、デジカメの電源を切ってください。

３、画像の編集・加工
３ｰ１、FinePixViewerの活用（参考まで） メニューパネル「画像活用メニュー」を利用    資料８
「画像活用メニュー」の内容が、メニューパネルから消えた場合は、一度「スライドショー」をクリックして、スライドショーを表示させ、閉じる」ボタン（×印）をクリックすると、再度表示されます。

１）画像の回転    「画像の向きを変える」から、90度、180度等、回転できます。

２）トリミング    「画像の切り抜き／文字入れ」を選択、「切り抜き」をクリック。

白点で囲まれた枠は任意に動かせます。

画像の保存は、「保存して閉じる」をクリックし、保存ダイアログで、保存先とファイル名をつけて保存します。以下の操作でも同様です。

３）文字の書き込み  「画像の切り抜き／文字入れ」を選択、「文字入れ」をクリック。

文字入力ボックスに文字内容を入力し、「フォント名」、「スタイル」、「サイズ」「色」を指定します。

画像に表示された文字はドラッグして動かせます。

４）画質の調整    「自動調整」、「手動調整」（明るさ、鮮やかさ、色合い、コントラスト）、「セピア／白黒」、「くっきり／ぼかし」等の調整が出来ます。

３ｰ２、「エクスプローラ」で保存した画像の移動や名前変更等。３-１、３-３他どんな場合でも活用可。

「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「エクスプローラ」をクリックします。

（又は、「スタート」をポイントし、右クリックして「エクスプローラ」をクリック）

目標のフォルダーを表示したり、好きな場所へフォルダーを作成してコピーしたり、移動して保存することができます。例えば、FDやCDなどへの保存も出来ます。別途ミニ講習も参考にしてください。

３-３、FinePixViewer以外のアプリケーションソフト（AS）による編集

ここでは、特別のソフトを使わずに、パソコンに搭載されている標準ASから、画像を表示できます。

１）画像を選択してダブルクリックし、画像を表示させます。例：Microsoft Photo Editor。  資料９
トリミングや画像の調整、編集ができます。編集したものは、名前を付けて保存しておきます。

（拡張子；WinXPではJPEGでOK、WinMeやWin98ではbpm（JPEGでは写真が崩れる））

２）ペイントを使っての加工、編集       資料１０
更に、ペイントを使えば、トリミングのほか、2枚の写真を合成するなどの加工ができます。

(1)「スタート」→「プログラム」→「アクセサリ」→「ペイント」でペイントを表示させておます。

(2) ペイントへの写真表示  「編集」→「ファイルから貼付け」→[ファイルの場所：MyPictures]→

[ファイル名に写真名を選択]をクリック。（万一、ファイル名が表示されない場合は、「ファイルの種類」を「JPEG形式」又は「すべてのファイル」などを選んでみてください）。

(3) 写真の合成

合成する2枚の写真を、夫々、トリミング等、加工して保存しておきます。ペイントを表示させます。

まず1枚目をペイントに貼り付けます。1枚目は固定した状態になります。スペース（空欄）を十分空けておき、ここへ更に、2枚目を貼り付けます。2枚目を動かしながら、2枚を合成させます。合成された写真は、不要部分を消したり、トリミング等して完成させます。名前を付けて保存します。

３-４、Wordへの貼付けと編集  （Excelでも同様にできます。自宅で確認してみてください）

１）Ａ４用紙へ写真を貼り付けます。

（１）Word立ち上げ→「挿入」→「図」→「ファイルから」→［保存場所：MyPictures］-［ファイル名に写真名を選択］をクリック。

（２）挿入した写真をクリック→「図形の調整」→「テキストの折り返し」→「四角」をクリックして、写真の大きさ、配置を決定します。

２）オートシェイブを使って写真の加工

（１）Wordを立ち上げておきます。写真を加工したい形のオートシェイブを挿入します。

例：ハート    挿入したオートシェイブの線上をクリック→「オートシェイブの書式設定」→「色と線」→［塗りつぶし］［色］→［塗りつぶし効果］→「図」→「図の選択」→［保存場所：MyPictures］-［ファイル名に写真の名前を選択］をクリック。（写真は予めトリミング等加工しておきます）

更に、「オートシェイブの書式設定」から線を色付けたりし、大きさ、配置を決定します。

（２）文字の挿入   写真の説明等には、テキストボックスを使って文書の書き込みをします。

「テキストボックスの書式設定」→「色と線」→［塗りつぶし］［色］から、線や枠内の色などを編集します。

４、印刷 （参考）     講座では印刷は出来ません。

プリンターの電源を入れた後、以下の設定をし、通常の文書を印刷するように印刷できます。

１）印刷用紙     写真用紙 ： サイズ、厚さ、精細、光沢、等を選択。

例：Canon スーパーフォトペーパーでは、スーパーフォトペーパー、又は、プロフォトペーパー。

２）レイアウトの確認        「ファイル」→「印刷プレビュー」にて、確認しておきます。

３）印刷         「ファイル」→「印刷」→「プロパティー」→「用紙の種類」、「給紙方法」、「印刷品質」、

「色調整」などを設定してから印刷します。

５、保存した写真を  YahooPhotoを使って送る   資料 １１
７／１７の講座では触れません。興味のある方は、参考にして下さい。

また、別のミニ講習を受講してください。

６、TVへの接続          資料１でVIDEO OUT端子から接続

以上
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Yahoo Photoを使って写真を送る
写真をメールに添付して送って　　こんな大きなファイルを送って　　と言われた事はありませんか？ 

写真を縮小してメールに添付したら　これでは印刷出来ない　もっと大きなファイルで送って欲しいと言われたことは
YahooPhotoを使いますと、この両方の問題を解決して、かなり大きなファイルでも、楽に送信出来ます 

また、送ってもらった写真のうち　欲しいものだけを保存すれば良いですね 

すでに　ミニ講習会を行っています　教材はこちらを参考にしてください　以下　手順を記載します
１．YahooIDでログインします（YahooIDの取得方法はこちらを参照ください）：YahooIDとパスワードは会場で提示します 
２．こちらをクリックします　提示されたIDとパスワードでログインします 
３．メールをクリックします 

４．届いているメールを見てください　約300KBの写真４枚を　YahooPhotoを使って送ったものです 

５．このようにして　自分で撮影した写真を送る事が出来ます 

１１．Yahoo!　Japan　をクリックします 

１２．ブリーフケースをクリックします 

１３．フォトをクリックします 

１４．アルバムを作るをクリックし　 

１５．名前のところに自分の名前（ローマ字）を入力し　それ以外は特にいじらずに　アルバム作成をクリック 

１６．写真を追加をクリックし　自分のパソコンに保存されている写真を選択します 

１７．アップロード　をクリックし　アルバムにファイルを送ります　 

１８．アップロードした写真がわかりますね 

１９．ここに掲載した写真を送ります 

２０．フォトアルバムをクリックし 

２１．今アップロードした写真を入れたフォルダの前にチェックを入れます 

２２．友達に見せる　をクリック 

２３．あなたの名前　お友達のメールアドレスを入れます（今回はあなたのメールアドレスをコピーして貼り付けとします：自分のパソコンに送信します）　メッセージは適当に　有効期限は２週間　として 

２４．メールを送信　をクリック 

３１．Yahoo!　Japan　をクリックします 

３２．メールをクリック 

３３．届いたメールを確認してください
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資料２
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資料１１
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講座ではこちらで撮影





モードダイヤルは回りません。


液晶モニター上のメニューで


選択してください。





動画撮影モード





再生モード





静止画撮影モード





SP シーンポジション





夜景





スポーツ





風景





消しゴム


（不要部分を消す）





� HYPERLINK  \l "画像の編集" ��戻る�





� HYPERLINK  \l "TV接続" ��TV接続へ戻る�








ポートレート





写真の大きさを変えたり、回転できる





範囲を選択





� HYPERLINK  \l "撮影" ��撮影へ戻る�





透過色に変更





シャープネス、ソフトネス、他





トリミング：四角、楕円


回転、調整：明るさ、コントラスト


ガンマ値





切取る範囲を“選択”する





�HYPERLINK  \l "MicrosoftPhotoEditor"��戻る�
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� HYPERLINK  \l "構え方" ��戻る�
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「できるデジカメ  撮る・見る・プリント」から引用


























に合わせます。





（       ）
































（１）モードダイヤルを





� HYPERLINK  \l "WindowsMe" ��戻る�





�HYPERLINK  \l "ピント"��戻る�





モードダイヤル





� EMBED PBrush  ���





� HYPERLINK  \l "YahooPhoto" ��戻る�





� HYPERLINK  \l "起動" ��戻る�





� HYPERLINK  \l "画像の編集" ��戻る�





メニューパネル





�HYPERLINK  \l "モード"��設定へ戻る�
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� HYPERLINK  \l "設定" ��戻る�
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